
　身延町の伝統産業の一つである「西嶋和紙」。身延町商工会では地元企業と連携し、その魅

力を伝える活動を支援している。

　活動の原動力となっているのは西嶋和紙工業協同組合。現在も地元で西嶋和紙の生産を営

んでいる７社が故郷の伝統と技術を守り続けている。

　西嶋和紙のブランド化としての東京・日本橋でのプロモーション活動をはじめ、地元での

イベント、書道展・絵手紙展の開催、オリジナル商品の開発などその活動は多岐にわたる。

　毎年１０月に行われる和紙まつりでは県内の高校生達が協力し書道パフォーマンスを披露

しているが、昨年は、高校生による「和紙を使ったワークショップ」も開かれ、参加者が一輪ず

つ折った西嶋和紙の折り紙のヤマユリの花でひとつの花束を完成させた。

　書道用紙はもちろんのこと、ハガキやクラフト商品など、商品の幅も用途もひろがっている

西嶋和紙。商工会では新しい和紙の魅力を多くの方々に感じてほしいと願っている。

　　　　　　　　　　　　　　　       　  　　　　　　（詳細記事は１０ページに記載）

機関紙「商工会やまなし」は、地域で頑張る経営者の
皆様を応援していきます

一人ひとりの経営力の向上をバックアップします

back up
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あたたかな和紙の魅力を一枚一枚に込めて「身延西嶋和紙」
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令和２年度臨時総会

新型コロナウイルス特別相談窓口開設

商工会経営支援等先進事例発表会

農商工連携マッチングフェア２０２０

プッシュ型事業承継BCOに聞いてみよう

中小企業・小規模事業者向け国の施策

商工会人のうごき

商工会なう╱身延町商工会

しあわせ調査員のクチコミ情報

和紙まつり
高校生書道パフォーマンス

高校生ワークショップで完成した
ヤマユリの花束

独特なにじみが西嶋和紙の特徴

絵手紙展の応募作品の数々体験教室なども開催している

身 延

西嶋和紙
新しい和紙の魅力をつくる



令和２年３月３１日発行第３０６号平成15年7月14日第三種郵便物認可

2

検 索

本店（甲府）： 
〒４００-００３５　山梨県甲府市飯田２-２-１　　　　TEL 055-235-9700 　FAX 055-232-0160
富士吉田支店：
〒４０３-０００４　富士吉田市下吉田2-31-14  　TEL 0555-22-0992　　FAX 0555-22-0921

当協会では、職員による無料の経営相談を実施しております。
　経営改善・設備投資・新規開業・事業承継など経営に関するご相
　談を希望の事業者さまは下記のお問い合わせ先までお気軽にご
　連絡ください。

■金融・経営相談を実施しております。
○当協会では、職員による無料の経営相談を実施しております。
　経営改善・設備投資・新規開業・事業承継など経営に関するご相
　談を希望の事業者さまは下記のお問い合わせ先までお気軽にご
　連絡ください。

山梨県信用保証協会 検 索

山梨県信用保証協会イメージキャラクター

山梨県信用保証協会
フリーダイヤル 0120-970-260

山梨を支える企業とともに

URL：http://cgc-yamanashi.or.jp

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受

け
た
会
員
事
業
所
の
経
営
の
安
定
を

図
る
た
め
、
特
別
相
談
会
を
開
催

　

商
工
会
連
合
会
と
県
内
23
商
工
会
で
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

り
、
売
上
や
受
注
の
減
少
、
仕
入
れ
の
遅
れ

な
ど
の
影
響
を
受
け
て
い
る
事
業
所
に
対

し
、
資
金
繰
り
や
助
成
金
の
活
用
に
つ
い
て

の
特
別
相
談
会
を
３
月
23
日
（
商
工
会
連

合
会
）、
24
日
（
都
留
市
商
工
会
）
に
開
催
し

た
。

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
の
担
当
者
に
よ
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
別
貸
付

融
資
な
ど
の
相
談
や
連
合
会
職
員
が
県
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
制
度
を
説
明
し

た
ほ
か
、
社
会
保
険
労
務
士
が
雇
用
維
持

の
た
め
従
業
員
の
給
与
に
つ
い
て
一
部
を

助
成
す
る
雇
用
調
整
助
成
金
の
活
用
に
つ

い
て
も
説
明
し
た
。

　

両
日
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は「
先

行
き
の
不
透
明
感
が
不
安
材
料
」「
予
約
客

の
ほ
と
ん
ど
が
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
り
、
資
金

繰
り
が
悪
化
し
た
」
な
ど
深
刻
な
影
響
が

出
て
い
る
こ
と
が
伺
え
た
。

　

県
内
商
工
会
、
商
工
会
連
合
会
で
は
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
別
相
談
窓
口
」
を
設

置
し
、
会
員
企
業
の
皆
様
の
ご
相
談
を
受

付
て
お
り
ま
す
。

１. 巡回訪問による商工会と県連の連携強化

２. 経営発達支援事業の実行支援

３. 商工会員の販路開拓支援

４. 事業承継の推進

５. 各種施策を活用した企業力の向上支援

６. 青年部・女性部の育成支援と壮青年部の

    活動支援

１. 会員数の減少及び組織率の低下への対応

２. 商工会職員の人材育成に役立つ研修を実施

３. 商工会の組織・体制整備の支援

４. 伴走型支援体制の整備・拡充

５.ＩＴによる支援機能の強化

６. 商工会員のための共済制度の普及・推進

７. 組織基盤の強化

１. 県連の組織改革

２. 県連財政健全化計画の着実な推進

　

商
工
会
連
合
会
の
臨
時
総
会
は
、
新
型
ウ
イ

ル
ス
拡
大
防
止
の
た
め
、
３
月
30
日
の
開
催

日
に
は
中
村
県
連
会
長
の
み
が
出
席
し
、
そ
の

他
の
商
工
会
長
に
事
前
に
総
会
資
料
を
送
付

し
て
議
案
の
賛
否
を
問
う
書
面
議
決
に
よ
る

開
催
と
な
り
、
令
和
２
年
度
の
事
業
計
画
や
予

算
な
ど
、
計
６
議
案
を
承
認
決
定
し
た
。

　

年
初
来
、
急
激
に
拡
大
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
、
本
県
は
も
と
よ
り
国
際
経
済
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
商
工
会
地
域
の
ほ

ぼ
全
て
の
会
員
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
い

る
。

　

本
会
は
２
月
１
日
に
山
梨
県
及
び
国
に
対

し
小
規
模
事
業
者
対
策
に
つ
い
て
、
要
請
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
足
元
で
の
緊
急
的
な
対
策

に
加
え
、
経
営
体
質
を
強
化
す
る
た
め
の
中
長

期
的
な
視
野
に
立
っ
た
会
員
支
援
を
展
開
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

令
和
２
年
度
は
、
こ
う
し
た
環
境
変
化
に

【令和２年度　重点項目】

Ⅰ  ．  商工会の実施する事業に対する支援策

Ⅲ ． 健全な県連運営に向けた取組み

Ⅱ ． 商工会の組織・体制整備、機能の充実・    

　　 強化に対する支援

令
和
２
年
度 

予
算
・
事
業
計
画
を
決
定

商
工
会
法
施
行
60
周
年
の
記
念
の
年

対
応
す
る
商
工
会
の
取
組
み
の
成
果
・
効
果

が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
「
商
工
会
は
会
員

の
た
め
に 

商
工
会
連
合
会
は
商
工
会
の
た
め

に
」
と
い
う
理
念
に
基
づ
き
引
き
続
き
強
力
に

後
押
し
し
て
い
く
。

　

具
体
的
に
は
、
伴
走
型
補
助
金
の
有
効
活
用

や
事
業
承
継
に
対
す
る
商
工
会
支
援
の
実
行
、

補
助
員
、
記
帳
専
任
職
員
の
職
務
統
合
を
検
討

す
る
な
ど
人
事
改
革
を
進
め
る
ほ
か
、一
般
会

計
及
び
共
済
会
計
の
財
政
健
全
化
な
ど
組
織

強
化
を
図
り
、
限
ら
れ
た
マ
ン
パ
ワ
ー
を
商
工

会
の
ニ
ー
ズ
に
集
中
す
る
た
め
、
ピ
ー
ク
ア
ウ

ト
し
た
消
費
税
対
策
や
商
工
会
の
伴
走
型
補

助
金
と
の
重
複
事
業
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
を

図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
は
商
工
会
法
施
行
60
周

年
と
な
る
た
め
、
１
月
に
記
念
式
典
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
３
月
に
は
記
念
誌
を
発
行

す
る
。
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１
月
24
日
、
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
に
お
い
て
経
営

支
援
先
等
先
進
事
例
発
表
会
を
開
催
し
た
。
こ
の

発
表
会
は
、
商
工
会
の
先
進
的
な
活
動
事
例
を
発

表
し
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
商

工
会
の
支
援
力
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
年
に

一
度
開
催
し
て
お
り
、
今
回
で
９
回
目
と
な
る
。

　

当
日
は
、
商
工
会
職
員
を
は
じ
め
、
各
行
政
機

関
や
支
援
団
体
等
か
ら
73
人
の
参
加
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
発
表
に
興
味
深
く
耳
を
傾
け
て
い
た
。

聴
講
者
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
ど
の
事
例
も
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」「
前
向
き

取
り
組
む
姿
勢
に
刺
激
を
受
け
た
」「
仕
事
へ
の

熱
意
を
感
じ
た
」
な
ど
の
前
向
き
声
が
多
く
聞
か

れ
た
。 商

工
会
経
営
支
援
等
先
進
的
事
例
発
表
会

若
手
職
員
も
感
動
！　

優
れ
た
活
動
事
例
の
発
表

　
　
　
　
　
　
　

昭
和
町
商
工
会

 

経
営
指
導
員

大
村
　
遥
　 

　

　

大
型
商
業
施
設
の
出
店
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ

た
一
店
逸
品
事
業
。
今
年
度
で
13
冊
目
と
な
る「
一

店
逸
品
カ
タ
ロ
グ
」
の
マ
ン
ネ
リ
化
か
ら
の
脱
却

を
図
る
べ
く
、
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
に
立
ち
戻
り
、

　
　
　
　
　
　
　

上
野
原
市
商
工
会

 

経
営
指
導
員

梶
原
　
崇
照 

　

　

自
身
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
中
小
企
業
診
断
士

資
格
に
裏
付
け
さ
れ
た
豊
富
な
知
識
を
活
か
し
、

商
工
会
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
詳
細
に

分
析
。

　

お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
と
い
っ
た
地
域
振
興
中
心

の
事
業
か
ら
、
よ
り
個
々
の
事
業
所
の
経
営
内
容

に
踏
み
込
ん
だ
支
援
を
行
っ
て
い
こ
う
と
、
経
営

者
の
意
識
を
変
え
て
い
く
た
め
に
工
夫
し
た
こ
と

や
苦
労
し
た
点
に
つ
い
て
発
表
。

　
　
　
　
　
　
　

韮
崎
市
商
工
会

 

経
営
指
導
員

遠
藤
　
浩
之 

　

　

今
年
度
新
た
に
一
般
向
け
事
業
と
し
て
取
り
組

ん
だ
製
造
業
を
中
心
と
し
た
工
場
見
学
・
体
験
ツ

ア
ー
に
つ
い
て
発
表
。
初
開
催
に
も
関
わ
ら
ず
わ

ず
か
４
か
月
と
い
う
短
い
準
備
期
間
の
中
、
参
加

企
業
の
募
集
か
ら
周
知
・
広
報
活
動
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
作
成
と
い
っ
た
細
か
な
と
こ
ろ
ま
で
、
上
手

く
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
け
で
な
く
、
反
省
点
等
を
踏

ま
え
た
内
容
に
ま
と
め
た
。

　

参
加
企
業
や
様
々
な
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整

を
適
切
か
つ
丁
寧
な
対
応
で
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る

ス
キ
ル
の
高
さ
と
懐
の
深
い
人
間
性
、
ま
た
日
々

の
業
務
を
抱
え
な
が
ら
新
し
い
事
業
を
生
み
出
す

苦
労
が
伺
え
た
。

　

史
上
初
の
二
度
目
と
な
る
事
例
発
表
に
「
指
導

員
と
し
て
尊
敬
し
て
い
る
」
と
回
答
し
て
い
る
若

い
職
員
も
い
た
。

一
店
逸
品
事
業
の

　
　
　
新
し
い
カ
タ
チ
　

ニ
ラ
サ
キ
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
２
０
１
９
　

　「
ぼ
く
ら
の
ま
ち
は
、想
像
以
上
。」

社
長
の
「
お
困
り
ご
と
」
を
発
掘
・

解
決
す
る
！
伴
走
型
支
援

事
例
発
表
１

事
例
発
表
２

事
例
発
表
３

　

ま
た
、
様
々
な
課
題
に
立
ち
向
か
う
中
で
独
自

の
支
援
ス
キ
ー
ム
を
確
立
。

　

専
門
家
派
遣
制
度
に
つ
い
て
は
、
巡
回
指
導
の

中
か
ら
新
た
な
課
題
を
掘
り
起
こ
し
、
64
社
・
104

件
と
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
。
日
々
、
楽
し
ん
で

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
が
想
像
で
き
る
ハ
ツ

ラ
ツ
と
し
た
発
表
が
好
評
で
あ
っ
た
。

デ
ザ
イ
ン
面
か
ら
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
ま
た

大
型
店
と
連
携
し
て
開
催
し
た
販
路
開
拓
事
業

「1
P
P
1
N

 F
A

1
R

 2
0
1
9

」
を
成
功
に
導
い
た
伴

走
型
支
援
に
つ
い
て
、
自
身
の
「
現
状
に
満
足
せ

ず
変
化
を
求
め
る
こ
と
」
と
い
う
熱
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
と
も
に
伝
え
た
。
史
上
最
年
少
で
の
発
表
に

も
関
わ
ら
す
、
堂
々
と
動
画
を
駆
使
し
て
の
プ
レ

ゼ
ン
ス
キ
ル
に
「
若
い
職
員
の
感
性
を
活
か
し
た

取
り
組
み
が
刺
激
に
な
っ
た
」
と
の
声
も
。
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大盛況となった会場

個別相談会

　商工会連合会・県内 23 商工会では、県内の中

小企業支援機関や JA 等と連携し、1 月 22 日（水）、

アピオ甲府において「農商工連携マッチングフェ

ア 2020」を開催した。

　本フェアでは、メーカーを含む各種卸・小売・

サービス業者や、都内から招聘した大手百貨店・

商社の担当バイヤー等が一同に会し、出展事業者

の販路開拓に向け、交流・商談の場を提供するな

ど、消費者ニーズの把握と、農林漁業者と中小企

業者の新たな出会いや連携による新ビジネスの創

出を目的に開催した。

　第 1 回開催から今年で 11 回目を数え、県内各

地より、商工会や金融機関をはじめとする各支援

機関から推薦のあった生産者や製造業者など 83

社が出展。それぞれ特色のある自慢の商品を展示・

ＰＲし、訪れたバイヤー等に熱心に売り込みを行

うなど、各ブースでは積極的な商談が繰り広げら

れた。また、出展者同士の交流や、都内から招聘

したバイヤーとの個別相談会も開催され、来場者・

出展者にとって有意義な時間となった。

　出展した企業・団体からは、「自社の商品につ

いて専門家（バイヤー）から助言をいただいたの

で、今後の商品開発に繋げていきたい」、「初めて

の出展だったが、色々と参考になる情報が収集で

きたので来年も出展したい」など、嬉しい声が多

く聞かれた。

新たな販路の開拓へ
「農商工連携マッチングフェア2020」開催

■フェア開催直後のアンケート結果より

出展ブース

出展に対する満足度

具体的な成果（複数回答可）

来場に対する満足度

おおいに満足

22％

31％

30％

13％

10％
9％

4％ 2％

どちらともいえない

12％

満足

不満

65％

1％ おおいに不満 0％

どちらともいえない

自社や商品の知名度向上各支援機関の担当職員と
の連携強化

商品力の確認や
プラッシュアップ（磨き上げ）
につながった

展示会の出展ノウハウの
習得や商談スキルの向上

各支援機関の支援メニュー
の理解を深めた

従業員の教育・育成

1％
特に成果はなかった

来場者・出展者との
情報交換

53％
ぜひ来場したい

35％

3％

来場したい

来場したくない 9％



事業承継に関する相談は、
お気軽に商工会まで！

事業承継の相談対応をいたします。必要に応じて、

弁護士・税理士・中小企業診断士・社会保険労務

士など専門家を無料で派遣いたします。

　□贈与税・相続税について知りたい。

　□事業承継税制について知りたい。

　□円滑に経営資産を継承させたい。

　□従業員など第三者に事業を継がせたい。
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商工会会員のみなさまご連絡をお待ちしております！！

高齢者活躍人材確保育成事業
甲府市飯田三丁目３番 28号スカイハイツ１階
TEL（055）228-8383　FAX（055）228-8389公益社団法人山梨県シルバー人材センター連合会

高齢者にふさわしい臨時的、短期的、軽易な仕事を家庭・企業・
公共団体等から引き受け、会員に提供する公益法人です。
※詳しくは山梨県シルバー人材センター連合会までお問い合わせ
ください。

商工会会員のみなさまご連絡をお待ちしております！！
◎シルバー人材センターとは…

庭木の剪定、草刈り、屋内外清掃、家事援助、障子・ふすま
の張替え　等

◎こんなお仕事をしています

（公社）
（公社）
（公社）
（公社）
（公社）
（公社）
（公社）
（公社）
（公社）

☎０５５－２２２－９４８８
☎０５５４－２２－２９００
☎０５５３－３２－４１１０
☎０５５５－２２－９２４１
☎０５５１－２５－６３００
☎０５５６－２２－８７０１
☎０５５－２７９－６６２６
☎０５５－２８２－６６３３
☎０５５－２２５－６７０３

甲府市シルバー人材センター
東部広域シルバー人材センター
東山梨地区広域シルバー人材センター
富士五湖広域シルバー人材センター
峡北広域シルバー人材センター
峡南広域シルバー人材センター
峡中広域シルバー人材センター
南アルプス市シルバー人材センター
笛吹市シルバー人材センター

プッシュ型事業承継

B C O 　池 田  哲 郎

【今夢中になっていること】

畑仕事

【私の好きな言葉】
stay hungry stay foolish

○
支
援
企
業
の
概
要

　

国
内
産
タ
オ
ル
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
屈

指
の
一
流
企
業
よ
り
縫
製
を
一
手
に
受
け

る
技
術
力
の
高
い
企
業
が
山
梨
県
に
あ
る
。

　

従
業
員
は
20
名
ほ
ど
お
り
、
メ
ー
カ
ー
か

ら
は
絶
対
的
な
信
頼
を
受
け
て
い
る
。

○
相
談
内
容
と
課
題

　

現
代
表
が
高
齢
の
た
め
体
調
不
良
気
味

の
資
金
繰
り
に
つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
た
。

　

自
己
資
金
の
少
な
い
後
継
者
も
事
業
を

引
き
継
ぐ
意
欲
が
出
た
と
安
堵
の
声
を
聴

く
こ
と
が
で
き
た
。

○
承
継
ポ
イ
ン
ト

　

事
業
承
継
時
の
経
営
者
保
証
解
除
に
向

け
た
新
し
い
支
援
施
策
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。

①
原
則
と
し
て
、
全
経
営
者
・
後
継
者
の
双

　

方
か
ら
二
重
に
保
証
を
求
め
な
い
。

②
経
営
保
証
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る

　

支
援
制
度
を
開
始
。

③
一
定
要
件
の
も
と
経
営
者
保
証
を
不
要

　

と
す
る
。

詳
し
い
こ
と
は
最
寄
り
の
商
工
会
ま
で

池田哲郎中小企業診断士事務所 

TEL：090- 5574- 6267
E-mail：ikeda@giraffe-c.com

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
な
る
べ
く
早
く
継
承

し
た
い
。

し
か
し
、
代
表
者
の
子
供
も
既
に
高
齢
と

な
っ
て
お
り
、
事
業
を
継
ぐ
に
は
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
従
業
員
の
孫
娘
に
事
業
を
継
が

せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
相
談
が
あ
っ

た
。

　

一
方
、
孫
娘
は
、
受
注
先
企
業
へ
の
勤
務

経
験
が
あ
り
、
縫
製
技
術
も
十
分
備
え
て
い

る
が
、
事
業
資
産
の
買
い
取
り
や
金
融
機
関

へ
の
借
入
金
負
担
な
ど
の
不
安
が
あ
り
、
首

を
縦
に
振
れ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。し
か
も
、

現
代
表
の
相
続
発
生
時
に
、
工
場
等
の
事
業

資
産
を
ど
の
よ
う
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で

き
る
か
な
ど
課
題
が
山
積
み
と
な
っ
た
。

○
支
援
内
容

　

税
理
士
と
同
行
し
、
法
人
化
も
視
野
に
入

れ
て
、事
業
の
資
産
負
債
の
明
示
化
を
行
い
、

次
年
12
月
末
日
に
事
業
を
引
き
継
ぐ
た
め

に
、譲
渡
内
容
の
取
り
決
め
な
ど
を
行
う「
承

継
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
改
善
効
果
な
ど

　

今
回
の
支
援
で
贈
与
税
の
負
担
割
合
な

ど
の
相
互
理
解
を
促
し
、
返
済
計
画
な
ど

◇
◇
◇
プ
ッ
シ
ュ
型
事
業
承
継
B
C
O
に
聞
い
て
み
よ
う
◇
◇
◇

未
来
に
つ
な
ぐ  

い
ま
こ
そ
10
年
先
の
自
社
を
思
う

ス
ム
ー
ズ
な
事
業
承
継
の
た
め
の
計
画
づ
く
り
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●セーフティネット保証４号
対象事業者　・１年以上の事業実績がある。
　　　　　・新型コロナウイルスの影響により売上高が大きく
　　　　　　減少した事業者。
対象資金　 経営安定資金（運転資金・設備資金）
保証限度　 ２億８，０００万円（一般保証とは別枠）
保証期間　 １０年以内
提出書類　 通常の保証申込書類＋「市町村長の認定書」
山梨県の制度融資「経済変動対策融資（経済危機関係）」も活
用することが出来ます。

詳しくは、ホームページをご覧いただくか、信用保証協会また
はお近くの金融機関までお問い合わせください。

1. 資金繰り支援 … 総額 1.6 兆円規模で徹底的に支援
　  ○ 実質的な無利子・無担保融資
　  ○ マル系融資の金利引き下げ
　  ○ 政府系・民間金融機関等へ配慮要請ほか
　  ◆ 資金繰り支援全般に関するお問い合わせ
　  中小企業金融相談窓口　03-3501-1544　平日９時～17 時

2. 設備投資・販路開拓 … サプライチェーン毀損等も対応
　  ○ 生産性革命推進事業公募開始決定
　  ◆ 金融庁相談ダイヤル　0120-156-811　平日10 時～17 時

3. 経営環境の整備 … 相談窓口の設置等で経営を下支え
　  ○ 下請け取引における納期等に関して、配慮を要請
　  ○ 個人事業主・フリーランスとの取引に関する配慮を要請
　  ◆ 下請かけこみ寺　0120-418-618
　  ○ 下請けＧメンによる実態把握
　  ◆ 経済産業局　下請Ｇメン担当　048-600-0324

※ 詳細はお近くの商工会へ
山梨を支える企業とともに

山梨県信用保証協会
国中地域　0120-970-260
郡内地域　0555-22-0992

新型コロナウイルスの影響を受けた事業者対象
緊急特別保証（セーフティネット保証４号）のご案内

経済産業省より新型コロナウイルス対策
新型コロナウイルス感染症で影響を受けている事業者の皆様へ

中小企業・小規模事業者向けの国の施策を紹介します！
政府方針による働き方改革、社会保険の適用拡大、賃上げ、インボイス導入など相次ぐ制度変更に対し、

乗り越えようとする企業を応援します。

■小規模事業者持続的発展支援事業 【持続化補助金（一般型）】
　※ 販路開拓支援事業含む　

小規模事業者が取り組む販路開拓や生産性向上の取組を支援

〇補助上限額　50 万円（一定条件を満たす場合、上限額 100 万円）

〇補助率　2/3

【補助対象】　店舗の改装、ホームページの作成・改良、チラシ・カタログの作成、広告掲載など

■ものづくり・商業・サービス生産性向上促進事業 【ものづくり補助金（一般型）】
中小企業・小規模事業者が実施する設備投資にかかる費用の一部を補助

〇補助上限額　1,000 万円

〇補助率　中小企業：1/2　小規模事業者：2/3

【補助対象】　新製品や新サービスの提供のための機械設備購入やシステム構築など

■サービス等生産性向上ＩＴ導入支援事業 【ＩＴ導入補助金】
バックオフィス業務の効率化等の付加価値向上に繋がるＩＴツール導入を支援

〇補助上限額　450 万円

〇補助率　1/2

【補助対象】　バックオフィス効率化や新規顧客獲得に向けたＩＴツールの導入など

持続化補助金（一般型）については、通年での公募が予定されており、複数の事業期間が設けられています。

「給与支給総額が年率平均 1.5％以上」等の賃上げ要件（持続化補助金は加点要件）があり、未達成の場合に

は補助金の一部を返還することがあります。

補助が受けられるのは事業の一部の費用であり、補助部分以外については、事業者負担となります。

補助金申請には、「事前審査」があり、補助金交付決定後に事業に着手し、報告書等の提出・検査の後、補

助金が受け取れます。

※ 問い合わせは　お近くの商工会 へ 
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商
工
会
人
事　

人
の
う
ご
き

【
人
事
交
流
】（
四
月
一
日
付
）

（
括
弧
内
は
旧
所
属
）

○
経
営
指
導
員

　

都
留
市 

宮
下
め
ぐ
み
（
笛
吹
市
）

　

山
梨
市 
河
﨑　
　

稔
（
笛
吹
市
）

　

笛
吹
市 

酒
井　

一
男
（
都
留
市
）

　

笛
吹
市 

安
藤　

俊
彦
（
韮
崎
市
）

○
補
助
員

　

北
杜
市 

髙
野　

美
有
（
甲
斐
市
）

　

笛
吹
市 

寄
特
か
お
り
（
北
杜
市
）

　

笛
吹
市 

内
田
真
由
美
（
甲
州
市
）

　

甲
州
市 

鶴
田　

英
子
（
笛
吹
市
）

　

昭
和
町 

笠
原　

志
保
（
笛
吹
市
）

　

連
合
会 

深
沢　

美
香
（
身
延
町
）

○
記
帳
専
任
職
員

　

山
梨
市 

加
藤　

浩
巳
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）

　

甲
州
市 

若
林　

千
歳
（
南
都
留
中
部
）

　

昭
和
町 

内
藤　

瑠
美
（
北
杜
市
）

○
相
談
員
（
再
雇
用
）

　

大
月
市 

小
俣　

京
子
（
大
月
市
）

　

甲
斐
市 

長
田　

正
和
（
北
杜
市
）

　

甲
斐
市 

清
水　

綾
子
（
甲
斐
市
）

【
採
用
】
（
四
月
一
日
付
）

 

南
ア
ル
プ
ス
市
（
事
務
局
長
）

　
　
　

 
杉
山　

成
悟

 

甲
州
市
（
事
務
局
長
） 

 

大
久
保
親
雄

 

中
央
市
（
事
務
局
長
） 

 

飯
室　

隆
人

 

身
延
町
（
事
務
局
長
） 

 

髙
野　

博
邦

 

南
部
町
（
事
務
局
長
） 

 

梶
原　
　

猛

 

昭
和
町
（
事
務
局
長
）　
　

 

 

深
川　

和
彦

 

南
都
留
中
部
（
事
務
局
長
）

　

 

大
森　
　

強

 　
　
　
　
　

 

韮
崎
市
（
経
営
指
導
員
）　

 

 

仲
澤　

瑞
基

　
　
　
　
　

 

北
杜
市
（
経
営
指
導
員
）　

 

 

廣
瀬　

八
華

 

甲
州
市
（
経
営
指
導
員
）　

 

 

塩
島　

広
大

 

甲
斐
市
（
補
助
員
）　

 

 

米
倉　

千
菜

 

韮
崎
市
（
記
帳
専
任
職
員
） 

　

 

有
泉　

樹
生 

 

南
ア
ル
プ
ス
市
（
記
帳
専
任
職
員
）

　

 

塩
澤　

里
奈

 

北
杜
市
（
記
帳
専
任
職
員
） 

 

中
田　

照
子

 

笛
吹
市
（
記
帳
専
任
職
員
） 

 

名
古
屋
由
起

 

南
部
町
（
記
帳
専
任
職
員
） 

 

櫻
井　

希
美

 

南
都
留
中
部
（
記
帳
専
任
職
員
）

　
　

 

若
林　

侑
弥

　

中
央
市 

坂
倉　
　

稔
（
山
梨
市
）

　

南
都
留
中
部 

加
々
美
正
代
（
南
都
留
中
部
）

　

河
口
湖 

菅
谷　
　

泉
（
河
口
湖
）

【
退
職
】（
三
月
三
十
一
日
付
）　

　

南
ア
ル
プ
ス
市 

柳
本　

光
次
（
事
務
局
長
）

　

甲
州
市 

天
野　
　

弘
（
事
務
局
長
）

　

中
央
市 

廣
野　
　

実
（
事
務
局
長
）

　

身
延
町 

秋
山　
　

司
（
事
務
局
長
）

　

南
部
町 

四
條　

和
彦
（
事
務
局
長
）

　

昭
和
町 

古
屋　
　

修
（
事
務
局
長
）

　

南
都
留
中
部 

天
野　

重
光
（
事
務
局
長
）

　

山
梨
市 

坂
倉　
　

稔
（
経
営
指
導
員
）

　

北
杜
市 

長
田　

正
和
（
経
営
指
導
員
）

　

甲
州
市 

大
久
保
親
雄
（
経
営
指
導
員
）

　

中
央
市 

小
泉　

圭
一
（
経
営
指
導
員
）

　

河
口
湖 

菅
谷　
　

泉
（
補
助
員
）

　

連
合
会 

古
屋　

重
子
（
補
助
員
）

　

大
月
市 

小
俣　

京
子
（
記
帳
専
任
職
員
）

　

韮
崎
市 

八
代　

多
美
（
記
帳
専
任
職
員
）

　

甲
斐
市 

清
水　

綾
子
（
記
帳
専
任
職
員
）

　

笛
吹
市 

植
原　

美
穂
（
記
帳
専
任
職
員
）

　

昭
和
町 

村
松　

清
美
（
記
帳
専
任
職
員
）

　

南
都
留
中
部 

加
々
美
正
代
（
記
帳
専
任
職
員
）

　

甲
斐
市 

大
杉　

勝
彦
（
相
談
員
）

　

連
合
会 

佐
野　

明
雄
（
相
談
員
）

全
国
健
康
保
険
協
会

山
梨
支
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

令
和
２
年
度
の
健
康
保
険
料
率
及
び
介
護

保
険
料
率
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

山
梨
支
部
の
健
康
保
険
料
率
は
、
過
去
９

年
間
で
１
番
低
い
料
率
と
な
り
ま
し
た
。
一

方
、
平
成
30
年
度
実
績
に
基
づ
く
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
制
度
の
順
位
が
、
全
国
37
位
に
な
っ

た
こ
と
で
、
報
奨
金
に
よ
る
健
康
保
険
料
率

の
引
下
げ
が
受
け
ら
れ
ず
、
令
和
２
年
度
の

健
康
保
険
料
率
に
報
奨
金
原
資
の
拠
出
分
が

上
乗
せ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

加
入
者
及
び
事
業
主
の
皆
様
が
、
①
健
診

に
よ
る
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
、
②

健
康
増
進
に
向
け
た
生
活
習
慣
の
見
直
し

（
適
度
な
運
動
習
慣
の
導
入
な
ど
）、
③
医
療

給
付
費
の
上
昇
を
抑
え
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
使
用
、
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
が
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
の
評

価
向
上
や
、
健
康
保
険
料
率
の
上
昇
を
抑
制

す
る
効
果
に
繋
が
り
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令和２年２月分まで（３月納付分）

1.73 ％

令和２年３月分から（４月納付分）

1.79 ％

令和２年２月分まで（３月納付分）

9.90 ％

令和２年３月分から（４月納付分）

9.81 ％

介 護 保 険 料 率
<全国一律>

健 康 保 険 料 率
<山梨支部（都道府県支部別）> 

第５期 経営支援員が
　　　認定されました

経営支援員

河﨑 七生美
（甲州市商工会）

　今後、２年間の研修などを

経て、経営指導員に内部登

用される予定です。
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　西嶋和紙の発祥は約４３０年前の戦国時代にさかのぼ

る。時の国主、武田信玄にも高い品質を認められ、以

来身延町西嶋地区で生産が続けられてきた。西嶋和紙

の特徴は、紙漉きと独特の「にじみ」にあり、その美

しさに全国のファンも多い。

　現在、その伝統と技術を守っているのが地元の製造

事業所７社で組織されている「西嶋和紙工業協同組合」。

日々、より良い商品づくりを目指している職人集団だ。

　ここ数年、力を入れていきたのは西嶋和紙のブラン

ド化。東京・日本橋の老舗問屋である小津和紙のギャ

ラリーで「西嶋和紙展」を開催し、多くの目利きの人々

に直接西嶋和紙の品質と魅力をＰＲしてきた。

　書道の発展への貢献として開催してきた蔡倫書道展

は５０回を越す恒例行事となっているが、絵手紙展も

年々盛り上がりを見せている。１２回目を迎えた昨年は

１５００部を超す作品が全国から寄せられ、１０月に地

元の「なかとみ和紙の里」を会場に行われる和紙まつ

りで、全作品を展示した。和紙を身近に感じる機会と

して、さらに多くの皆様に参加してもらいたいと願っ

ている。

　身延町商工会としてもこのような活動を支援する中、

西嶋和紙を地域資源と

して、体験コースなど

を伴った観光シーズに

していくことにも注目

している。

　故郷の貴重な伝統財

産として受け継がれて

いる「西嶋和紙」を、

より多くの方に知っていただき、使っていただき、楽

しんでもらう…
　西嶋和紙の未来への挑戦はまだまだ続いていきます。

●体験コースなどのお問合せ

　なかとみ和紙の里

　https://www.town.minobu.lg.jp/washi/

　TEL ０５５６－２０－４５５６　

●工場見学・絵手紙展などのお問合せ

　西嶋和紙工業協同組合

　http://www.nishijima-washi.jp/

　TEL ０５５６－４２－３２３４

地元に伝わる伝統技術を伝えていくため、

新しい和紙の魅力をつくる身延町商工会

みやけ鍼灸整骨院
住　所：〒４０４-００４３ 甲州市塩山下於曽１３８２-１
T  E  L：０５５３-３９-８２８３（完全予約制）
診療時間　平日９：３０～２１：００（最終受付２０：３０）
　　　　　 土日９：３０～１８：００（最終受付１７：３０）
休診日　水曜日・祝日

　昨年 11 月に甲州市塩山下於曽にオープンした「み

やけ鍼灸整骨院」は、体が緊張しないくらいの強さ

でやさしく体をもみほぐし、血液の循環などを促進

することによって自己修復力を高める、バキバキし

ないソフトな整体を施術している。１回４５分～６０

分くらいの施術により、痛い部分だけを治すのでは

なく体全体の歪みをとり、なかなか改善しない痛み

の根本に向き合う治療を目指している。

　三宅紘平先生は鍼灸師、柔道整復師、整体師の資

格を有し、患者さんに寄り添った治療を心がけ、完

全予約制により時間をかけて丁寧に症状を聞き取り、

それぞれにあった治療方法を提案している。また、

定期的な技術研修や同業者との情報交換を行うなど

知識・技能の向上に努めている。

　ストレス社会の現代は、ケガだけでなく、ストレ

スによる自律神経の乱れから腰・肩・首などの痛み、

頭痛など様々な症状が心や体にでてくる。その一人

一人の痛みに丁寧に向き合い、一緒に治していく、

身体のことならなんでも相談できる整骨院である。

　また、育児に奮闘しているママさん方をサポート

するための子育て応援団事業である「やまなし子育

て応援カード」にも協賛、お子様連れでも周りを気

にすることなく、ゆっ

くりと治療を受けるこ

とが出来る。学生の部

活や運動でのケガに関

しても保険が使える他

に痛くない・痛みのない巻き爪の矯正も取り組んで

いる。

　頭痛、腰痛、肩・首などの痛みにお悩みの方はぜ

ひ一度、お気軽にご相談してみてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（調査員 S ＆ N）
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